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第
４
章
　
放
射
線
と
原
子
力
安
全

放
射
線
の
種
類

原
子
力
の
安
全
は
、
つ
き
つ
め
る
と
放
射
線
の
害
を
い
か
に
防
ぐ
か
と
い
う
点
に
い
き
つ
く
。
安
全
を
考
え
る

と
き
に
問
題
に
な
る
放
射
線
に
は
、
大
き
く
わ
け
て
四
種
類
が
あ
る
。
ア
ル
フ
ァ
線
、
ベ
ー
タ
線
、
ガ
ン
マ
線
と

中
性
子
線
だ
（
図
４
―

１
）。

ア
ル
フ
ァ
線
の
正
体
は
ヘ
リ
ウ
ム
の
原
子
核
で
、
正
の
電
荷
を
帯
び
、
透
過
力
が
弱
い
の
が
特
徴
だ
。
紙
一
枚

で
も
防
げ
る
ほ
ど
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
安
心
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
ア
ル
フ
ァ
線
を
出
す
物
質
が
体
内
に

取
り
こ
ま
れ
て
細
胞
に
付
着
し
た
ま
ま
だ
と
、
長
年
に
わ
た
っ
て
染
色
体
や
遺
伝
子
が
ア
ル
フ
ァ
線
に
さ
ら
さ
れ
、

が
ん
な
ど
の
危
険
性
が
高
ま
る
。

ベ
ー
タ
線
の
正
体
は
電
子
で
、
ア
ル
フ
ァ
線
に
比
べ
る
と
透
過
力
は
や
や
強
い
が
、
そ
れ
で
も
ア
ル
ミ
箔
で
防

げ
る
ほ
ど
だ
。
電
子
な
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
負
の
電
荷
を
帯
び
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
、
ガ
ン
マ
線
は
電
磁
波
の
一
種
で
、
電
気
的
に
は
中
性
だ
。
透
過
力
は
強
く
、
か
な
り
の
厚
さ
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の
鉛
板
な
ど
で
な
い
と
防
げ
な
い
。
健
康
診
断
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
で
使
わ
れ
る
エ
ッ
ク
ス
線
も
電
磁
波
の
仲
間
で
、
性
質
も

ガ
ン
マ
線
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
ガ
ン
マ
線
の
ほ
う
が
よ
り
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
高
い
。

中
性
子
線
は
最
も
透
過
力
が
強
く
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
Ｊ
Ｃ

Ｏ
の
臨
界
事
故
で
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
原
子
力
施
設
を
設
計
す

る
際
に
、
最
も
留
意
さ
れ
る
の
は
中
性
子
線
や
ガ
ン
マ
線
の
透

過
力
で
、
こ
れ
ら
が
漏
れ
て
は
困
る
場
所
は
分
厚
い
コ
ン
ク
リ

ー
ト
壁
な
ど
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

中
の
様
子
を
外
部
か
ら
知
り
た
い
実
験
施
設
な
ど
も
、
の
ぞ

き
窓
は
厚
さ
一
メ
ー
ト
ル
と
か
二
メ
ー
ト
ル
も
の
鉛
ガ
ラ
ス
が

は
め
ら
れ
て
い
る
。
ふ
つ
う
の
ガ
ラ
ス
と
違
っ
て
鉛
成
分
が
か

な
り
含
ま
れ
、
光
は
通
す
が
中
性
子
線
や
ガ
ン
マ
線
の
透
過
を

防
ぐ
。

こ
れ
ら
放
射
線
を
出
す
能
力
を
「
放
射
能
」
と
い
い
、
ベ
ク

レ
ル
（
Bq
）
と
い
う
単
位
で
表
現
さ
れ
る
。
以
前
は
キ
ュ
リ
ー
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４－１　放射線の種類と防護手段



（
Ci
）
と
い
う
単
位
が
使
わ
れ
た
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

放
射
線
に
よ
っ
て
人
体
な
ど
が
受
け
る
影
響
を
表
現
す
る
の
に
使
わ
れ
る
の
が
「
線
量
当
量
」
で
、
単
位
は
シ

ー
ベ
ル
ト
（
Sv
）
が
使
わ
れ
る
。
人
間
が
放
射
線
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を
「
被
曝
」
と
い
う
が
、
原
爆
の
被
害
に

あ
う
「
被
爆
」
と
発
音
が
同
じ
た
め
、
と
も
す
れ
ば
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
別
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た

い
。事

故
な
ど
で
放
射
線
を
受
け
る
形
態
と
し
て
、「
外
部
被
曝
」
と
「
内
部
被
曝
」
が
あ
る
。
外
部
被
曝
は
、
体

の
外
の
線
源
か
ら
放
射
線
を
受
け
る
場
合
で
、
そ
の
線
源
が
放
射
線
を
出
さ
な
く
な
っ
た
り
、
線
源
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
し
ま
っ
た
り
す
れ
ば
影
響
は
な
く
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
内
部
被
曝
は
、
放
射
性
物
質
を
含
む
チ
リ
な
ど
を
呼
吸
な
ど
で
体
内
に
取
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た

場
合
を
い
う
。
す
ぐ
に
体
外
に
排
出
さ
れ
て
し
ま
え
ば
問
題
は
少
な
い
が
、
放
射
性
物
質
が
体
内
に
残
存
す
る
と
、

放
射
線
を
出
し
続
け
て
付
近
の
細
胞
を
照
射
す
る
た
め
、
影
響
が
後
々
ま
で
尾
を
引
く
こ
と
に
な
る
。

コ
ラ
ム
⑧
―
―
―
放
射
能
、
放
射
線
量
に
関
す
る
単
位

ベ
ク
レ
ル
（
Bq
）
と
グ
レ
イ
（
Gy
）、
シ
ー
ベ
ル
ト
（
Sv
）
は
、
放
射
能
、
放
射
線
に
関
す
る
単
位
で
、
国
際
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単
位
系
（
Ｓ
Ｉ：

in
te
rn
a
tio
n
a
ls
ys
te
m
o
f
u
n
its

）
に
属
す
る
。

一
九
六
〇
年
の
国
際
度
量
衡
総
会
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｉ
単
位
に
は
、
メ

ー
ト
ル
（
ｍ
）、
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
kg
）、
秒
（
ｓ
）
な
ど
七
つ
の
基
本
単
位

の
ほ
か
、
ヘ
ル
ツ
（
Hz
）、
パ
ス
カ
ル
（
Pa
）
な
ど
が
あ
り
、
現
在
、
国
際

的
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

ウ
ラ
ン
な
ど
、
核
分
裂
を
起
こ
す
放
射
性
物
質
で
は
、
原
子
核
が
崩
壊

し
、
放
射
線
を
放
出
す
る
が
、
ベ
ク
レ
ル
は
、
一
秒
間
に
原
子
核
が
崩
壊

す
る
数
を
示
す
単
位
。
つ
ま
り
、
放
射
能
の
強
さ
を
表
す
単
位
だ
。
過
去

に
よ
く
使
わ
れ
た
単
位
キ
ュ
リ
ー
（
Ci
）
と
の
関
係
は
、
一
キ
ュ
リ
ー
＝

三
・
七
×
一
〇
の
一
〇
乗
（
三
七
〇
億
）
ベ
ク
レ
ル
、
と
な
っ
て
い
る
。

原
子
核
の
崩
壊
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
放
射
線
は
、
ど
の
く
ら
い
の
量

を
受
け
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
生
物
に
影
響
（
放
射
線
障
害
）
が
出
る
の
だ
ろ

う
か
。
そ
の
影
響
は
、
生
体
に
吸
収
さ
れ
た
放
射
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量

に
比
例
す
る
と
い
う
考
え
を
も
と
に
、「
吸
収
線
量
」
が
定
義
さ
れ
た
。

グ
レ
イ
は
そ
の
吸
収
線
量
の
単
位
。
物
質
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
一
ジ
ュ

ー
ル
（
Ｊ
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
射
線
か
ら
与
え
ら
れ
た
と
き
、
吸
収
線

第３部　原子力事故と安全対策
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放射能の単位 

単位 定　　　義

1ベクレル
Bq（/s）

1秒間に 1個の放射線粒子を 
発射する能力 

吸収 
線量 

放
射
線
の
量
に 

関
す
る
単
位 

1グレイ
Gy

1シーベルト
Sv

実効線 
量当量 

1kgあたり 1ジュールのエネ 
ルギー吸収があるときの線量

グレイに生物学的効果比をか 
けたもの

放射能、放射線量の単位



量
を
一
グ
レ
イ
と
し
て
い
る
。
旧
単
位
ラ
ド
（ra

d

）
と
の
関
係
は
、
一
グ
レ
イ
＝
一
〇
〇
ラ
ド
。

吸
収
線
量
が
は
っ
き
り
す
れ
ば
、
放
射
線
を
受
け
た
生
体
へ
の
影
響
の
度
合
は
把
握
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

微
生
物
や
細
胞
を
使
っ
た
放
射
線
照
射
実
験
か
ら
、
同
じ
生
体
で
吸
収
線
量
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
放
射
線
の
種

類
や
性
質
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
値
）
に
よ
っ
て
障
害
の
程
度
が
か
な
り
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
実

態
を
勘
案
し
て
吸
収
線
量
を
補
正
し
、
同
じ
障
害
を
与
え
る
線
量
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
「
線
量
当
量
（
等

価
線
量
）」
と
呼
び
、
シ
ー
ベ
ル
ト
が
単
位
と
し
て
使
わ
れ
る
。
旧
単
位
レ
ム
（re

m

）
と
の
関
係
は
、
一
シ
ー

ベ
ル
ト
＝
一
〇
〇
レ
ム
。

放
射
線
の
害

放
射
線
の
危
険
性
は
、
大
き
く
急
性
障
害
と
晩
発
性
障
害
に
分
け
ら
れ
る
。
短
時
間
に
き
わ
め
て
強
い
放
射
線

を
浴
び
た
場
合
に
、
細
胞
が
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
破
壊
さ
れ
た
り
、
染
色
体
が
壊
れ
て
細
胞
の
再
生
が
不
可
能
に

な
っ
た
り
す
る
。
こ
れ
が
急
性
障
害
で
、
は
な
は
だ
し
い
場
合
は
死
に
い
た
る
（
図
４
―

２
）。

受
け
た
放
射
線
が
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
程
度
だ
と
目
立
っ
た
症
状
は
な
い
と
さ
れ
、
五
〇
〇
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
程
度
で
白
血
球
の
一
時
的
な
減
少
、
一
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
と
吐
き
気
や
脱
毛
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
。

七
〜
一
〇
シ
ー
ベ
ル
ト
を
全
身
に
浴
び
る
と
死
亡
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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Ｊ
Ｃ
Ｏ
の
臨
界
事
故
で
は
、
作
業
員
の
一
人
が

一
七
シ
ー
ベ
ル
ト
も
の
中
性
子
を
中
心
と
し
た
放

射
線
を
浴
び
、
懸
命
の
治
療
に
も
か
か
わ
ら
ず
八

三
日
目
に
亡
く
な
っ
た
。
も
う
一
人
の
作
業
員
も

六
〜
一
〇
シ
ー
ベ
ル
ト
の
放
射
線
を
被
曝
し
、
や

は
り
七
ヵ
月
後
に
死
亡
し
て
い
る
。

晩
発
性
の
障
害
は
、
文
字
ど
お
り
後
々
に
な
っ

て
影
響
が
出
て
く
る
障
害
で
、
放
射
線
に
よ
り
遺

伝
子
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

き
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
一
部
が
傷
つ

い
て
も
修
復
能
力
が
あ
る
が
、
そ
の
修
復
能
力
が

間
に
合
わ
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
が
ん
に
な
る
可

能
性
が
高
ま
る
。

が
ん
と
い
っ
て
も
、
遺
伝
子
の
異
常
で
即
、
発

病
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
環
境
の
影
響
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
重
な
っ
て
起
き
る
場
合
が
ほ
と
ん
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全身

全身

全身

全身

全身

皮膚

皮膚

生殖腺

水晶体

水晶体

紅　斑

白内障

永久不妊

脱　毛

皮膚 急性潰瘍 

水晶体混濁 悪心,嘔吐（10％の人）

末梢血中のリンパ球の減少

臨床症状が確認されず

50％の人が死亡

100％の人が死亡

症状部位凡例全身被曝 局部被曝 
10000以上

10000

9000

8000

7000

6000

5000

4000

3000

2000

1000

500
200
ミリ

シーベルト

４－２　放射線被曝による人体への被害



ど
だ
。
放
射
線
が
発
病
に
ど
の
程
度
、
影
響
を
与
え
る
か
は
、
原
爆
の
被
害
を
受
け
た
広
島
、
長
崎
の
被
爆
者
の

長
期
に
わ
た
る
追
跡
調
査
な
ど
で
あ
る
程
度
は
解
明
さ
れ
て
き
た
が
、
必
ず
し
も
明
確
に
説
明
し
き
れ
て
は
い
な

い
。人

間
は
ふ
つ
う
に
生
活
し
て
い
る
だ
け
で
も
、
自
然
界
か
ら
ご
く
微
量
の
放
射
線
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
総
量

は
年
間
に
約
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
程
度
と
さ
れ
て
い
る
。
大
地
や
宇
宙
か
ら
飛
来
す
る
放
射
線
が
主
な
も
の
だ
が
、

食
料
に
も
き
わ
め
て
微
量
な
が
ら
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
体
内
に
入
っ
た
食
料
を
通
し
て
も
微
弱
な
放

射
線
を
受
け
る
。

こ
う
し
た
自
然
界
か
ら
の
放
射
線
以
外
に
も
、
医
療
の
た
め
に
放
射
線
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
胃
の
エ
ッ
ク

ス
線
に
よ
る
集
団
検
診
で
は
、
一
回
の
照
射
で
約
〇
・
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
ほ
ど
の
線
量
を
受
け
る
し
、
一
度
の

検
診
で
何
回
も
エ
ッ
ク
ス
線
を
照
射
す
る
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
で
は
、
六
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
ほ
ど
の
線
量
を
浴
び
る
。

放
射
線
の
人
体
影
響
を
検
討
し
て
、
原
子
力
施
設
な
ど
に
よ
る
放
射
線
の
影
響
を
ど
の
程
度
に
抑
え
る
べ
き
か

を
勧
告
し
て
き
た
組
織
に
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ：

In
tern
ation

al
C
om
m
ission

on
R
ad
iolog

ical

P
rotection

）
が
あ
る
。
主
要
国
は
、
こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
勧
告
に
基
づ
い
て
線
量
限
度
な
ど
を
決
め
て
い
る
。

日
本
も
や
は
り
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
勧
告
値
を
国
内
基
準
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
放
射
線
業
務
従
事
者
（
原
子
炉
の
保

守
・
管
理
や
定
期
検
査
に
携
わ
る
人
た
ち
が
代
表
的
な
従
事
者
の
例
）
の
場
合
、「
五
年
平
均
で
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

（
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
一
年
間
に
お
い
て
も
五
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
な
い
）」
を
線
量
限
度
と
し
て
い
る
。
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一
般
人
の
場
合
の
線
量
限
度
は
、「
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
だ
。

た
だ
し
、
こ
の
線
量
限
度
は
医
療
に
よ
る
も
の
を
含
ま
な
い
。
医
療
の
場
合
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
な
ど
で
患

者
に
と
っ
て
あ
る
程
度
の
リ
ス
ク
が
あ
る
に
し
て
も
、
病
気
の
発
見
な
ど
リ
ス
ク
を
上
回
る
恩
恵
が
期
待
で
き
る

た
め
だ
。原

子
力
防
災
対
策

原
子
力
発
電
所
を
は
じ
め
と
す
る
原
子
力
施
設
は
何
段
階
も
の
安
全
シ
ス
テ
ム
で
守
ら
れ
、
施
設
外
へ
放
射
線

や
放
射
性
物
質
を
出
さ
な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
原
子
力
の
世
界
で
は
「
多
重
防
護
」
と
呼
ん
で

い
る
が
、
そ
の
多
重
防
護
の
壁
を
次
々
と
破
る
よ
う
な
重
大
な
事
故
は
本
当
に
起
こ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
懸
念
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の
が
、
米
国
で
一
九
七
九
年
に
起
き
た
ス
リ
ー
マ
イ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド

（
Ｔ
Ｍ
Ｉ
）
原
子
力
発
電
所
事
故
だ
っ
た
。
敷
地
外
に
漏
れ
出
た
放
射
性
物
質
こ
そ
そ
れ
ほ
ど
多
量
で
は
な
か
っ
た

が
、
現
実
に
周
辺
住
民
を
避
難
さ
せ
る
騒
ぎ
と
な
り
、
各
国
が
住
民
避
難
な
ど
の
原
子
力
防
災
体
制
を
強
化
す
る

大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

日
本
で
も
こ
の
事
故
の
後
、
原
子
力
防
災
体
制
が
整
備
さ
れ
、
原
発
が
立
地
す
る
県
が
原
子
力
防
災
計
画
を
作

っ
て
、
万
一
の
事
故
に
備
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
重
大
事
故
の
場
合
は
、
国
も
通
産
大
臣
や
科
技
庁
長
官
を
ト
ッ
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プ
に
政
府
対
策
本
部
を
設
け
て
、
事
故
に
対
処
す
る
仕
組
み
を
作
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
茨
城
県
東
海
村
で
起
き
た
Ｊ
Ｃ
Ｏ
の
臨
界
事
故
は
、
日
本
の
こ
う
し
た
原
子
力
防
災
体
制
に
大
き

な
反
省
を
迫
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
が
事
態
の
掌
握
に
手
間
取
り
、
十
分
な
指
導
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

国
と
県
や
地
元
自
治
体
の
連
携
も
悪
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
地
元
の
東
海
村
が
孤
立
無
援
の
中
で
、
住
民
避
難
を

実
施
せ
ざ
る
を
得
ず
、
事
前
の
想
定
が
き
わ
め
て
甘
か
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。

こ
の
反
省
か
ら
国
は
、
新
た
に
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
一
九
九
九
年
一
二
月
公
布
）
を
定
め
、
重
大
事

故
に
あ
た
っ
て
は
総
理
を
本
部
長
、
経
済
産
業
大
臣
を
副
本
部
長
と
す
る
原
子
力
災
害
対
策
本
部
を
設
け
、
国
が

先
頭
に
立
っ
て
対
処
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
現
地
対
策
本
部
の
機
能
も
強
化
し
、
そ
の
活
動
拠
点
と
し
て
原

子
力
施
設
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
場
所
に
常
設
の
「
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
事
故
対
応
セ
ン
タ

ー
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。

経
済
産
業
省
の
も
と
に
二
〇
〇
一
年
一
月
に
新
発
足
し
た
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
は
、
緊
急
時
対
応
セ
ン
タ

ー
が
設
け
ら
れ
、
各
地
の
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
と
専
用
の
通
信
回
線
で
情
報
を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
上

が
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
全
国
の
原
発
の
運
転
管
理
デ
ー
タ
な
ど
が
、
必
要
に
応
じ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
関
係
省
庁
の
担
当
者
や
原
子
力
専
門
家
が
集
ま
っ
て
、
現
地
を
支
援
す
る
計
画
だ
。

臨
界
事
故
で
は
、
緊
急
の
放
射
線
障
害
に
対
す
る
医
療
体
制
も
不
備
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
拠
点
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医
療
施
設
の
整
備
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
強
化
に
向
け
た
動
き
が
は
じ
ま
っ
た
。

事
故
を
想
定
し
た
原
子
力
防
災
訓
練
も
、
従
来
は
地
元
任
せ
の
傾
向
が
強
く
、
住
民
参
加
も
不
十
分
だ
っ
た
。

本
格
的
な
事
故
を
想
定
し
た
訓
練
に
一
般
住
民
を
巻
き
込
む
と
、
原
子
力
に
対
す
る
不
安
を
か
き
た
て
る
と
い
う

の
が
、
及
び
腰
だ
っ
た
理
由
と
い
わ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｏ
事
故
後
は
国
も
本
腰
を
入
れ
、
住
民
参
加
の
本
格
的
な

訓
練
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

原
子
力
防
災
体
制
は
、
重
大
な
事
故
に
い
た
る
前
の
「
警
戒
段
階
」
と
、
本
格
的
な
対
応
を
必
要
と
す
る
「
緊

急
事
態
」
の
二
段
構
え
と
な
っ
て
お
り
、
警
戒
段
階
で
は
経
済
産
業
省
に
経
済
産
業
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
「
原

子
力
災
害
警
戒
本
部
」
が
設
け
ら
れ
る
。

「
警
戒
段
階
」
と
判
断
す
る
目
安
と
し
て
は
、
原
子
力
施
設
の
敷
地
境
界
で
「
毎
時
五
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
」

の
放
射
線
量
が
一
〇
分
間
継
続
し
て
観
測
さ
れ
た
場
合
や
、
原
子
炉
な
ど
原
子
力
施
設
に
緊
急
事
態
に
発
展
し
そ

う
な
兆
候
が
見
ら
れ
る
場
合
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

同
様
に
敷
地
境
界
で
「
毎
時
五
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
の
放
射
線
量
が
一
〇
分
間
継
続
し
て
観
測
さ
れ

る
こ
と
が
、「
緊
急
事
態
」
と
判
断
す
る
目
安
と
な
っ
て
い
る
。
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